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と ( 棟 一 組 一 一 叩 版 続
)。これ又義教が、義持の符領市一川
の
方針を改めて、管領の権威を低
下させる方針
を
打出したこと
を諮る
ものであ
る
。ただし、義教は行領
を
抑止
するこ
とによ
っ て
、
一
…ギに将軍専制を実
現
し
えたわけではない。行領抑止は直接的には示日肘における管領の地伏の低下をもたらし
、そ
の以川
、
前、巨層の発
一 一一日力を相対的に上外させる。従って義教は第
二
段の政策として主
nM
の抑止に
F川わざるを得ないのである。ここには
管領抑止を将軍専制への第
一
段附と認めて、一まずこの小稿をとじることとする。
日比利義教嗣立別の幕府政治
(佐政
ν
ブL
